
保育所 ひかり幼児園 

2022年度 事業計画 
 

 

１ 施設の基本理念 

  私達は『謙遜・献身・愛』をもって仕えます。 

（慈愛園創立者：モード・パウラス宣教師のことばより） 

  ＜運営方針＞ 

   生活と遊びの中で「生きる力の基礎」を養う。 合言葉は「子どものためによいものを」 

 

２ 2021年度の主な取り組み 

(1)新型コロナウイルス感染症対策 

・感染対策用品の購入と施設整備（廊下側はめ殺し窓を開閉できる窓へ） 

・主として消毒業務を行う非常勤職員の雇用（10月より週 1回） 

(2)施設整備、備品の購入 

・東側駐輪場の防草シート設置（土砂流失・給食室への砂埃対策） 

・園児用椅子の追加購入 

・サッカーゴールの入れ替え 

・パソコンの入れ替え 

(3)園内研修（質の向上策） 

・委員会活動の意識づけ 

・『心がけよう週間』 

全体テーマとして命令禁止などの言葉を使わない保育、個別のテーマとしてクラスの課

題、個人の課題にそって実践と評価を行う。 

 

３ 2022年度の取り組み方針  

(1)取り組み方針 

収支のバランスの取れた運営の強化 

専門性と組織力の向上と合理的な働き方の両立 

 

(2)重点目標    

①経営・労務管理のスキルアップ（働きやすい職場の構築） 

②黒字経営へのシフト（コスト削減、収入増の取り組み） 

③コロナ対策と保育の質の向上の両立 

 

４ 2022年度の具体的な取り組み  

(1)経営・労務管理のスキルアップ 



①法改正、就業規則等の理解を深める。 

②コーチング、アンガーマネージメントなどの管理スキルを高める。 

③非常勤職員の月給制を導入する。（対象者はシフト勤務をする職員など） 

④職員それぞれの持ち味を生かし、得意分野で貢献するだけでなく、組織の一 

員として互いに成長する関係づくりを行う。 

 

(2)黒字経営のために 

①補助金や加算がとれるしくみを学び、それを活用する。 

②備品等の手入れ方法や修理などを学びながら、物を大切に扱う。 

③コスト意識を高める。 

 

(3)コロナ対策と保育の質の向上の両立 

①コロナ関連情報を正しく理解・実践し、感染防止に努める。 

②子どもの興味関心や乳幼児期に経験させたいことが十分にできる環境を考え、 

工夫してつくりだす。 

③保育の発信（見える化）を充実させる。 

保育の意図を同僚や保護者に発信し、フィードバックを活かす。子育て支援  

としての相談援助、情報提供を行う。（子どもの豊かな育ちを支える、健康増

進、安全な生活、虐待防止、食育の推進など） 

④誰もが一定時間一定レベルで行う業務マニュアルの作成・実施により、業務 

の成果を上げる。 

 

５ その他 

＊短期・中長期の整備計画（案） 

園児用机や椅子の追加購入 園庭倉庫の棚 0、1歳児用足洗い場の新設 

ネット環境や、パソコン、デジタル機器の整備 

南側ブロック塀改修  防球ネットもしくは不審者対策としてのフェンス工事 

     

＊地域や関係機関との連携 

    コロナの感染状況に合わせて、できる事を工夫して行う。 


